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　今
こ と し
年も残

のこ
りわずかとなりました。12月

がつ
は冬

とう
至
じ
やもちつき、大

おお
みそかなど、昔

むかし
から伝

つた
わる行

ぎょう
事
じ
が

たくさんあります。かぜやインフルエンザなどの感
かん
染
せん
症
しょう
にかかりやすい時

じ
期
き
でもあるので、しっか

りと予
よ
防
ぼう
をして行

ぎょう
事
じ
を迎

むか
えましょう。
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昔
むかし

から伝
つた

わる行
ぎょう

事
じ

を大
たい

切
せつ

にしよう
　冬

とう
至
じ
は、一

いち
年
ねん
中
じゅう
で昼

ひる
間
ま
がもっとも短

みじか
く、夜

よる
がもっとも長

なが
い日

ひ
です。この日

ひ
を

境
さかい
に昼

ひる
間
ま
が長

なが
くなっていくことから、太

たい
陽
よう
がよみがえる日

ひ
とも考

かんが
えられていま

す。かぼちゃや小
あ ず き
豆がゆを食

た
べたり、ゆず湯

ゆ
に入

はい
ったりする風

ふう
習
しゅう
があります。

　ゆずを浮
う
かべた風

ふ
呂
ろ
に入

はい

ると、かぜをひかないとい

われています。ゆずには、

血
けっ
行
こう
をよくする効

こう
果
か
があり

ます。

冬冬
とう

至至
じ

もちつきもちつき 大大
おお

みそかみそか

　冬
とう
至
じ
にかぼちゃを食

た
べる

とかぜをひかないなどとい

われています。小
あ ず き
豆がゆの

小
あ ず き
豆は、赤

あか
い色

いろ
が邪

じゃ
気
き
をは

らうとされています。

かぼちゃ・小
あ ず き

豆がゆ

　れんこん、にんじん、う

どんなど、「ん」のつく食
た

べ物
もの
を食

た
べると幸

こう
運
うん
につな

がるといういい伝
つた
えがあり

ます。

「ん」のつく食
しょく

品
ひん

ゆず湯
ゆ

積
せっ

極
きょく

的
てき

にとろう！

食
しょく

物
もつ

繊
せん

維
い ノロウイルスによる

食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

に注
ちゅう

意
い

　正
しょう
月
がつ
に欠

か
かせないもち（鏡

かがみ
もちなど）を

年
ねん
末
まつ
につく行

ぎょう
事
じ
です。蒸

む
したもち米

ごめ
を、き

ねとうすでついてつくります。12月
がつ
25日

にち

から28日
にち
までに行

おこな
う

ところが多
おお
いようです。

29日
にち
につくのは「苦

く

もち」、31日
にち
につくの

は「一
いち
夜
や
もち」として

避
さ
けられています。

　みそか（晦
み そ か
日、三

み
十
そ
日
か
）は、月

つき
の最

さい
終
しゅう
日
び
を

指
さ
します。大

おお
みそかは、一

いち
年
ねん
の最

さい
後
ご
の月

つき
の

最
さい
終
しゅう
日
び
であるため、大

おお
みそかといわれてい

ます。大
おお
みそかの夜

よる
に食

た
べる年

とし
越
こ
しそばに

は、細
ほそ
く長

なが
い形

かたち
から長

ちょう
寿
じゅ
を願

ねが
う説

せつ
や、金

きん
細
ざい

工
く
師
し
が金

きん
粉
ぷん
を集

あつ
めるた

めにそば粉
こ
を使

つか
ったこ

とから、金
きん
運
うん
を願

ねが
う説

せつ

などがあります。

　食
しょく
物
もつ
繊
せん
維
い
は、人

ひと
の消

しょう
化
か
酵
こう
素
そ
では消

しょう
化
か
さ

れない成
せい
分
ぶん
で、腸

ちょう
内
ない
環
かん
境
きょう
をととのえ便

べん
秘
ぴ

を防
ふせ
ぐほか、血

けっ
糖
とう
値
ち
の上

じょう
昇
しょう
を緩

ゆる
やかにす

る働
はたら
きがあります。

　食
しょく
物
もつ
繊
せん
維
い
が多

おお
く含

ふく

まれているのは、大
おお

麦
むぎ
やオートミールな

どの穀
こく
類
るい
や、豆

まめ
、野

や
菜
さい
、

いも、海
かい
藻
そう
などです。

いろいろな食
しょく
品
ひん
を組

く

み合
あ
わせて食

しょく
事
じ
に取

と

り入
い
れましょう。

　ノロウイルスによる食
しょく
中
ちゅう
毒
どく
は一

いち
年
ねん
中
じゅう

発
はっ
生
せい
しますが、11月

がつ
から４月

がつ
に多

おお
くな

ります。手
しゅ
指
し
や食

しょく
品
ひん
などを介

かい
して口

くち
に

入
はい
ることで感

かん
染
せん
し、人

ひと
の腸

ちょう
管
かん
で増

ぞう
殖
しょく
し

ておう吐
と
や下

げ
痢
り
、腹

ふく

痛
つう
などを引

ひ
き起

お
こし

ます。

　予
よ
防
ぼう
するには、石

せっ

けんで手
て
を洗

あら
い、食

しょく

品
ひん
は中

なか
までしっかり

火
ひ
を通

とお
します。

タテのカギ
１　豆

まめ

などの種
しゅ

子
し

を日
にっ

光
こう

に当
あ

てずに発
はつ

芽
が

させたもの。
２「ヒヒーン」と鳴

な

く動
どう

物
ぶつ

。
３　物

もの

を売
う

ったり買
か

ったりする場
ば

所
しょ

。
５　�魚

さかな

のすり身
み

を油
あぶら

で揚
あ

げたもの。〇〇〇揚
あ

げ。つ
け揚

あ

げ、てんぷら、揚
あ

げかまぼこともいいます。
６　器

うつわ

に入
い

れて持
も

ち歩
ある

く食
しょく

事
じ

。
７　苦

くる

しみがなく、楽
たの

しさに満
み

ちあふれた場
ば

所
しょ

。
８　名

な

前
まえ

の後
あと

につけて尊
そん

敬
けい

する気
き

持
も

ちをあらわします。
９　手

て

紙
がみ

を読
よ

まずに食
た

べた動
どう

物
ぶつ

は？

１　寝
ね

る時
とき

にかけると暖
あたた

かい。
３　人

ひと

が腰
こし

をかけるための家
か

具
ぐ

。
４　頂

ちょう

上
じょう

目
め

指
ざ

して出
しゅっ

発
ぱつ

！
５　海

うみ

の○○、山
やま

の○○。
６　食

しょく

後
ご

のデザートは○○○○!?
８　秋

あき

が旬
しゅん

で脂
あぶら

がのった細
ほそ

長
なが

い魚
さかな

。
９　日

に

本
ほん

の古
ふる

い呼
よ

び方
かた

。
10「おーい」。誰

だれ

かの呼
よ

ぶ○○が聞
き

こえた。
11　リズムやメロディーをつけて歌

うた

う言
こ

葉
とば

。

ヨコのカギ
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A〜Fの文
も

字
じ

を当
あ

てはめてみよう。どんな言
こと

葉
ば

が出
で

てくるかな？
A□B□のC□D□E□F□にちゅうい

F

□に当
あ

てはまる文
も

字
じ

を考
かんが

えてみよう

食
しょく

育
いく

クロスワード

1212月月がつ
きゅう しょく
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